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議会だより

９
月
定
例
会
の
概
要

　
平
成
24
年
第
３
回
定
例
会
は
、

平
成
24
年
９
月
18
日
か
ら
平
成

24
年
９
月
25
日
ま
で
の
８
日
間

の
日
程
で
開
催
致
し
ま
し
た
。

　

影
治
町
長
よ
り
６
月
議
会
以

降
の
町
政
の
動
き
、
懸
案
事
項

の
進
捗
状
況
等
及
び
今
定
例
会

に
提
案
さ
れ
て
い
る
認
定
２
件
、

報
告
２
件
、
町
道
路
線
認
定
・

変
更
議
案
２
件
、
条
例
議
案
３

件
、
補
正
予
算
議
案
９
件
に
つ

い
て
提
案
理
由
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

　

一
般
質
問
を
４
氏
が
町
政
全

般
に
つ
い
て
行
い
ま
し
た
。

議
案
の
内
容

◆
認
定
第
１
号　
平
成
23
年
度

美
波
町
公
営
企
業
会
計
決
算

の
認
定
に
つ
い
て

（
水
道
事
業
会
計
と
病
院
事

業
会
計
）

◆
認
定
第
２
号　
平
成
23
年
度

美
波
町
歳
入
歳
出
決
算
の
認

定
に
つ
い
て

（
一
般
会
計
と
11
件
の
特
別

会
計
）

◆
報
告
第
７
号　
平
成
23
年
度

決
算
に
お
け
る
健
全
化
判
断

比
率
に
つ
い
て

◆
報
告
第
８
号　
平
成
23
年
度

決
算
に
お
け
る
資
金
不
足
比

率
に
つ
い
て

◆
議
案
第
53
号　
町
道
路
線
の

認
定
に
つ
い
て

（
奥
潟
川
総
合
流
域
防
災
事
業

に
伴
う
町
道
線
路
線
認
定 

２

件
、
由
岐
田
井
16
号
線
１
件
）

◆
議
案
第
54
号　
町
道
路
線
の

変
更
に
つ
い
て

（
林
道
事
業
で
一
部
整
備
の

た
め
の
延
長
の
一
部
廃
止
１

件
）

（
奥
潟
川
総
合
流
域
防
災
事

業
に
伴
う
町
道
線
路
線
区
域

変
更
４
件
） 

◆
議
案
第
55
号　
美
波
町
乳
幼

児
等
医
療
費
の
助
成
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て
（
条

例
第
17
号
）

満
12
歳
（
小
学
校
６
年
生
）

ま
で
を
満
15
歳
（
中
学
校
３

年
生
）
ま
で
に
改
正
す
る
も

の
で
、
制
度
名
に
つ
い
て
も

子
ど
も
は
ぐ
く
み
医
療
費
に

改
正
す
る
。

◆
議
案
第
56
号　
美
波
町
道
路

占
用
料
徴
収
条
例
の
制
定
に

つ
い
て
（
条
例
第
18
号
）

（
道
路
占
用
に
対
す
る
占
用

料
金
の
徴
収
に
係
る
条
例
制

定
）

◆
議
案
第
57
号　
美
波
町
が
け

崩
れ
対
策
工
事
分
担
金
徴
収

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て（
条
例
第
19
号
）

（
県
単
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策

事
業
の
採
択
要
件
が
人
家
１

戸
で
も
崩
壊
に
緩
和
さ
れ
た

こ
と
）

◆
議
案
第
58
号　
平
成
24
年
度

美
波
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

（
歳
入
歳
出
の
総
額
に
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
６
５
，
６

３
２
千
円
を
追
加
し
、
歳
入

歳
出
の
総
額
を
４
，
９
９
４
，

２
１
２
千
円
と
し
た
補
正
予

算
）

◆
議
案
第
59
号　
平
成
24
年
度

美
波
町
国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）

（
歳
入
歳
出
の
総
額
に
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
２
８
，
２
７
２

千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出

の
総
額
を
１
，３
５
９
，７
１

１
千
円
と
し
た
補
正
予
算
）

◆
議
案
第
60
号　
平
成
24
年
度

美
波
町
簡
易
水
道
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

（
歳
入
歳
出
の
総
額
に
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
６
，
９
８
４

千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出

の
総
額
を
７
６
，
７
８
９
千

円
と
し
た
補
正
予
算
）

（第３回定例会　９月議会）

審議の概要

奥　潟　川



議会だより

3

◆
議
案
第
61
号　
平
成
24
年
度

美
波
町
公
共
下
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

（
歳
入
歳
出
の
総
額
に
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
，
０
５
０

千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出

の
総
額
を
１
７
９
，
２
２
１

千
円
と
し
た
補
正
予
算
）

◆
議
案
第
62
号　
平
成
24
年
度

美
波
町
介
護
保
険
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

（
歳
入
歳
出
の
総
額
に
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
２
２
，
１
５
８

千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出

の
総
額
を
１
，
２
５
１
，
９

９
１
千
円
と
し
た
補
正
予
算
）

◆
議
案
第
63
号　
平
成
24
年
度

美
波
町
国
民
健
康
保
険
阿
部

診
療
所
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

（
歳
入
歳
出
の
総
額
に
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
６
９
８
千
円

を
減
額
し
、
歳
入
歳
出
の
総

額
を
４
４
，
３
４
３
千
円
と

し
た
補
正
予
算
）

◆
議
案
第
64
号　
平
成
24
年
度

美
波
町
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

（
歳
入
歳
出
の
総
額
に
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
，
９
６
０

千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出

の
総
額
を
１
３
８
，
８
５
８

千
円
と
し
た
補
正
予
算
）

◆
議
案
第
65
号　
平
成
24
年
度

美
波
町
水
道
事
業
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

（
資
本
的
収
入
、
支
出
に
そ

れ
ぞ
れ
５
，
０
０
０
千
円
を

追
加
し
、
資
本
的
収
入
の
合

計
を
５
７
，
６
７
０
千
円
、

資
本
的
支
出
の
合
計
を
６
８
，

０
９
４
千
円
と
し
た
補
正
予

算
）（
配
水
管
移
設
工
事
費
）

◆
議
案
第
66
号　
平
成
24
年
度

美
波
町
病
院
事
業
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）

（
資
本
的
収
入
、
支
出
に
そ

れ
ぞ
れ
８
，
４
０
０
千
円
を

追
加
し
、
資
本
的
収
入
の
合

計
を
１
１
７
，
６
０
７
千
円
、

資
本
的
支
出
の
合
計
を
１
１

８
，
２
１
４
千
円
と
し
た
補

正
予
算
）

議
案
審
議

◆
議
案
第
53
号　
町
道
路
線
の

認
定
に
つ
い
て

質　
問

　

道
路
か
ら
奥
潟
川
ま
で
高
さ

が
あ
る
の
で
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

の
設
置
は
出
来
な
い
か
。

答　
弁

　

県
の
管
理
す
る
堤
防
上
の
車

道
部
分
を
町
道
に
認
定
す
る
こ

と
で
、
原
則
、
堤
防
上
に
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
設
置
は
認
め
て
い
な

い
。
し
か
し
、
何
箇
所
か
設
置

さ
れ
て
い
る
の
で
、
県
と
協
議

し
た
い
。

◆
議
案
第
58
号　
平
成
24
年
度

美
波
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

●
議
会
費

質　
問

　

各
町
村
が
議
長
会
へ
負
担
す

る
研
修
費
の
内
容
は
。

答　
弁

　

第
56
回
町
村
議
会
全
国
大
会

参
加
と
合
わ
せ
北
海
道
の
白
老

町
議
会
に
通
年
議
会
の
開
催
や

条
例
・
規
則
体
系
の
見
直
し

等
々
議
会
改
革
の
取
り
組
み
の

研
修
に
参
加
す
る
。

●
総
務
費

質　
問

①
被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
用
デ

ー
タ
抽
出
委
託
料
の
内
容
は
。

②
姉
妹
都
市
親
交
費
の
内
容
は
。

③
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
運
行
事

業
委
託
料
で
、
委
員
会
で
指

摘
さ
れ
た
運
行
内
容
の
検
討

は
出
来
て
い
る
の
か
。

答　
弁

①
住
基
デ
ー
タ
の
抽
出
を
被
災

者
支
援
シ
ス
テ
ム
に
合
う
も

の
に
す
る
た
め
の
費
用
。

②
豪
日
協
会
は
ケ
ア
ン
ズ
と
の

友
好
に
と
っ
て
重
要
な
位
置

付
け
で
あ
り
、
今
年
が
豪
日

協
会
30
周
年
の
年
に
な
っ
て

い
る
の
で
、
10
月
18
日
か
ら

22
日
ま
で
式
典
参
加
と
領
事

館
等
へ
の
挨
拶
等
を
行
う
た

め
副
町
長
と
担
当
職
員
を
派

遣
す
る
。

③
委
員
会
で
説
明
し

た
と
お
り
理
解
願

い
、
運
行
内
容
は

来
年
１
月
ま
で
に

詰
め
た
い
。

質　
問

　

町
内
会
連
合
会
の

被
災
地
視
察
に
つ
い

て
日
和
佐
地
区
の
参

加
状
況
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。ま
た
、

消
防
詰
所
が
水
没
し

て
は
困
る
の
で
、
水

太陽光パネル等設置される総合体育館

没
の
恐
れ
の
無
い
所
に
用
地
を

求
め
て
は
。

答　
弁

　

各
町
内
会
か
ら
１
名
で
、
町

内
会
連
合
会･

自
主
防
災
会
に

案
内
を
出
し
締
め
切
り
が
９
月

末
な
の
で
申
し
込
み
状
況
は
把

握
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
浸
水

地
に
つ
い
て
は
、
今
後
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
等
を
作
成
し
、
詰
所

の
み
な
ら
ず
、
公
共
施
設
等
の

移
転
も
検
討
課
題
と
考
え
て
い

る
。

質　
問

　

総
合
体
育
館
や
公
民
館
の
公

共
施
設
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー



4

議会だより

導
入
事
業
に
つ
い
て
、
ど
の
ぐ

ら
い
の
規
模
の
電
気
量
や
蓄
電

が
あ
る
の
か
。

答　
弁

　

災
害
時
の
防
災
拠
点
と
な
り

え
る
施
設
に
太
陽
光
パ
ネ
ル
と

蓄
電
池
を
設
置
す
る
。
総
合
体

育
館
は
定
額
出
力
が
20
kw
で
発

電
量
は
２
万
kwh
に
15
kwh
の
蓄
電

池
を
置
く
。
公
民
館
は
定
額
出

力
10
kw
で
発
電
量
は
１
万
kwh
、

蓄
電
池
は
同
等
の
物
を
置
く
。

蓄
電
池
の
容
量
は
２
kw
の
機
器

を
最
大
で
使
用
し
６
時
間
持
つ
。

質　
問

　

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
転
化
す

る
こ
と
は
大
事
だ
が
、
国
の
事

業
や
県
の
基
金
事
業
が
あ
る
か

ら
と
い
っ
て
あ
ま
り
精
査
せ
ず

に
実
施
す
る
の
で
は
な
く
よ
く

精
査
し
て
も
ら
い
た
い
。

●
民
生
費

質　
問

　

保
育
所
・
幼
稚
園
の
ガ
ラ
ス

飛
散
防
止
対
策
の
規
模
は
。

答　
弁

　

防
災
対
策
用
の
飛
散
防
止
フ

ィ
ル
ム
は
、
日
和
佐
保
育
園
が

29
ｍ
、阿
部
保
育
園
が
30
ｍ
、木

岐
保
育
園
が
36
ｍ
分
の
予
算
措

　認定第１号・第２号、報告第７号・第８号を承認し、議案第 53号から議案第 66
号までを全員賛成で可決。

審議の結果審議の結果

野菜栽培（西河内）

置
。
日
和
佐
幼
稚
園
に
つ
い
て

は
、
管
理
棟
、
体
育
館
、
リ
ズ

ム
室
、
保
育
棟
に
全
て
に
貼
る

フ
ィ
ル
ム
代
と
足
場
等
の
費
用
。

●
農
林
水
産
業
費

質　
問

　

農
業
振
興
費
の
青
年
就
農
給

付
金
の
内
容
は
。

答　
弁

　

新
規
就
農
総
合
支
援
事
業
の

経
営
開
始
型
で
あ
り
年
間
１
人

１
５
０
万
円
を
最
長
５
年
間
支

給
さ
れ
る
。
交
付
要
件
は
、
施

設
・
機
械
を
自
ら
所
有
賃
借
し
、

本
人
名
義
で
生
産
物
を
出
荷･

取
引
し
て
経
営
支
出
を
自
ら
の

帳
簿
で
管
理
し
、
年
間
所
得
が

２
５
０
万
円
以
下
の
人
。
農
家

の
子
弟
で
あ
っ
て
も
、
親
元
に

就
農
し
て
５
年
以
内
に
経
営
を

継
承
し
な
け
れ
ば
該
当
し
な

い
。

●
土
木
費

質　
問

　

都
市
計
画
総
務
費
の
調
査
委

託
料
の
内
容
は
。

答　
弁

　

都
市
計
画
変
更

図
面
の
作
成
と
都

市
計
画
変
更
申
請

書
の
作
成
を
行
う
。

●
商
工
費

質　
問

　

ぽ
っ
ぽ
マ
リ
ン

の
水
槽
修
繕
費
の

内
容
は
。

答　
弁

　

水
槽
の
海
水
冷

却
装
置
の
取
替
え

と
古
い
装
置
の
撤

去
処
分
費
用
。

●
教
育
委
員
会
費

質　
問

　

日
和
佐
中
学
校
費
で
剣
道
の

防
具
は
何
組
か
。

答　
弁

　

女
子
の
剣
道
防
具
は
20
組
を

レ
ン
タ
ル
す
る
。

◆
議
案
第
59
号　
平
成
24
年
度

美
波
町
国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）

質　
問

　

一
般
被
保
険
者
の
国
民
健
康

保
険
税
の
収
入
が
約
１
，
４
０

０
万
円
減
額
に
な
っ
た
要
因
は

何
か
。

答　
弁

　

要
因
は
課
税
所
得
の
低
下
と

固
定
資
産
の
評
価
替
え
に
よ
る

も
の
で
、
課
税
所
得
で
は
４
，

７
０
０
万
円
の
所
得
減
、
資
産

対
象
税
額
は
４
８
０
万
円
の
減

と
な
っ
て
い
る
。
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○請願書第１号　常設型の美波町住民投票条例制定に関する請願
総務産業建設委員会報告
　委員会に付託されていた請願について７月 26日、９月 11日、９月 21日に委員会を開催した
結果、条例で定めた要件を満たせばいつでも住民投票が実施できる常設型の制度ではなく、地方自
治法第 74条に基づく直接請求により議会の議決を経て制定する個別型の住民投票で行うのがいい
のではないかとの意見になり、採決の結果請願は不採択と決定した。

本会議での討論
○反対討論
　この請願は、住民自治の観点からも重要であり、また過疎化が進み行財政改革の中で議員定数が
あまりにも少なくなった場合、この制度は必要になってくると認識しているが、住民から付託され
た議員としての役割を果たすべく議会全体で議会改革に努めているところであり今後も、引き続き
努力したいと考えているので現段階での条例制定には反対する。

○賛成討論
　町民ニーズをより適切に町政に反映させるため、町民が投票により意見を直接表明することが出
来る住民投票を制度化することが、町民の町政参画を促すことになり、町民参加による協働のまち
づくりの第一歩になると思うので賛成する。

採　決　結　果

不採択【賛成１（北山）：反対 11（江本、影山、永本、丸龍、向山、寺下、新開、舛田、山本、川尻、岩瀬）】

◆常設型の住民投票条例の請願不採択になる◆

◆
７
月
５
日　
日
吉
津
村
議
会
（
鳥
取
県
）　

防
災
視
察
来
町

◆
７
月
６
日　
議
会
広
報
特
別
委
員
会
（
６
月
議
会
広
報
編
集
）

◆
７
月
12
日　
議
会
広
報
特
別
委
員
会
（
６
月
議
会
広
報
編
集
）

◆
７
月
17
日　
議
会
運
営
委
員
会
（
議
員
定
数
）

◆
７
月
20
日　
議
会
広
報
特
別
委
員
会
（
６
月
議
会
広
報
編
集
）

◆
７
月
26
日　
総
務
産
業
建
設
委
員
会
（
請
願
書
等
）

◆
７
月
27
日　
徳
島
県
町
村
議
会
議
長
会
定
例
会

◆
８
月
16
日　
議
会
の
運
営
と
改
革
に
つ
い
て
研
修

（
講
師
：
野
村
稔
氏
）

◆
８
月
24
日　
議
会
運
営
委
員
会
（
議
員
定
数
）

◆
８
月
30
日　
議
会
広
報
特
別
委
員
会
（
６
月
議
会
広
報
編
集
）

◆
９
月
７
日　
文
教
厚
生
委
員
会
（
教
育
計
画
等
）

病
院
事
業
特
別
委
員
会

◆
９
月
11
日　
議
会
運
営
委
員
会
（
第
３
回
定
例
会
日
程
等
）

総
務
産
業
建
設
委
員
会
（
請
願
書
等
）

防
災
対
策
特
別
委
員
会
（
視
察
等
）

公
共
交
通
特
別
委
員
会
（
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
）

◆
９
月
14
日　
徳
島
県
知
事
に
要
望
書
提
出

（
県
道
日
和
佐
小
野
線
の
バ
イ
パ
ス
整
備
、
津
波
避
難

階
段
等
の
整
備
）

議
会
活
動
報
告

（
６
月
議
会
か
ら
９
月
議
会
ま
で
）
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一
般
質
問

寺下議員向山　篤宏 議
員

1
新
町
建
設
計
画
の
検

証
・
見
直
し
と
住
民
の

意
見
の
反
映
方
法
は

検
証
等
は
こ
れ
か
ら
行
い
、

住
民
の
声
が
聞
け
る
施
策

は
充
実
し
た
い
。

答　弁質　
問

①
合
併
に
当
た
っ
て
策
定
し
た

新
町
建
設
計
画
は
、
旧
町
の

住
民
が
新
し
い
町
に
夢
や
希

望
を
も
っ
て
策
定
し
た
計
画

で
、
合
併
後
は
総
合
計
画
に

移
行
し
て
い
る
が
、
そ
の
検

証
、
見
直
し
体
制
は
ど
の
よ

う
な
も
の
か
。

②
合
併
に
当
た
っ
て
住
民
の
意

向
を
行
政
に
反
映
さ
せ
る
組

織
と
し
て
、
地
域
連
絡
協
議

会
を
設
置
す
る
、
検
討
す
る

と
う
た
っ
て
い
た
が
、
今
は

町
内
会
連
合
会
が
そ
の
役
割

を
担
っ
て
い
る
。
住
民
の
小

さ
な
声
を
行
政
に
伝
え
る
組

寺下議員寺下　博子 議
員

1
美
波
町
第
２
次
総
合
計

画
策
定
の
ビ
ジ
ョ
ン
は

10
年
後
の
人
口
約
６
千
人
、

高
齢
化
率
50
％
を
見
据
え
、

新
た
な
施
策
に
取
り
組
み

た
い
。

答　　弁質　
問

①
平
成
25
年
度
か
ら
10
年
間
の

計
画
で
あ
る
が
、
10
年
後
の

本
町
の
状
況
は
ど
の
よ
う
に

想
定
し
て
い
る
の
か
。

②
町
長
は
10
年
後
を
見
据
え
、

ど
の
よ
う
な
ビ
ジ
ョ
ン
を

持
っ
て
い
る
の
か
。

③
計
画
策
定
の
進
捗
状
況
と
今

後
の
課
題
は
。

④
こ
の
計
画
は
美
波
町
の
あ
り

方
を
示
す
最
上
位
計
画
で
、

策
定
後
、
住
民
へ
の
広
報
周

知
は
重
要
で
あ
る
が
、
ど
の

よ
う
に
す
る
の
か
。
ま
た
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
住
民
と
協

働
の
話
し
合
い
の
場
な
ど
を

考
え
て
は
ど
う
か
。

町 内 会 連 合 会 総 会 の よ う す

織
や
機
能
が
曖
昧
と
思
う
が

ど
う
か
、
ま
た
今
後
の
方
策

は
。

答　
弁

●
礒
野
総
務
企
画
課
長

①
現
在
の
総
合
計
画
の
検
証
、

分
析
を
行
い
、
第
２
次
総
合

計
画
策
定
に
あ
た
っ
て
は
役

場
内
で
の
検
討
や
住
民
に
よ

る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
審
議

会
を
設
け
た
い
。

②
町
は
、
地
域
の
声
を
反
映
す

る
方
法
と
し
て
、
町
内
会
連

合
会
と
の
意
見
交
換
会
、
地

域
に
お
い
て
の
町
政
懇
談
会
、

町
長
へ
の
手
紙
制
度
を
設
け

て
い
る
。
旧
の
２
町
で
地
域

の
声
を
行
政
に
反
映
す
る
方

法
・
体
制
は
そ
れ
ぞ
れ
違
っ

て
い
た
が
、
今
後
は
町
内
会

連
合
会
を
軸
に
し
て
そ
の
あ

り
方
や
多
く
の
方
々
の
意
見

が
聞
け
る
環
境
づ
く
り
に
努

め
た
い
。
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⑤
実
際
の
実
施
計
画
に
は
過
疎

地
域
自
立
促
進
計
画
を
充
て
、

毎
年
度
計
画
の
見
直
し
を
行

う
ロ
ー
リ
ン
グ
方
式
で
い
く

と
聞
い
て
い
る
が
、
具
体
的

に
は
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。

答　
弁

●
礒
野
総
務
企
画
課
長

①
10
年
後
の
本
町
の
人
口
は
約

六
千
人
、
高
齢
化
率
は
50
％

代
に
近
づ
く
と
想
定
、
非
常

に
厳
し
い
状
況
に
な
る
と
考

え
て
い
る
。

③
現
在
ま
で
に
、
基
礎
デ
ー

タ
（
人
口
資
料
や
予
算
決
算

資
料
な
ど
）
の
収
集
、
住
民

ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
、
全
て

の
事
業
の
洗
い
出
し
を
行
い
、

取
り
ま
と
め
を
行
っ
て
い
る
。

住
民
参
画
の
一
環
と
し
て
、

役
場
若
手
職
員
と
各
町
内
会

か
ら
住
民
１
名
の
参
加
に
よ

り
合
同
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

実
施
中
で
あ
り
、
９
月
26
日

に
は
本
町
の
中
学
生
に
よ
る

「
こ
ど
も
未
来
会
議
」
を
開

催
、
合
わ
せ
て
、
現
計
画
の

検
証
・
分
析
・
各
分
野
の
事

業
計
画
・
財
政
計
画
の
検
討

を
経
て
、
基
本
構
想
・
基
本

計
画
の
策
定
と
な
る
。
今
後

の
課
題
は
、
自
治
体
を
取
り

巻
く
環
境
は
ま
す
ま
す
激
し

く
変
化
し
、
担
う
役
割
と
責

任
は
広
く
、
多
様
化
し
て
い

く
が
、
変
動
す
る
社
会
に
も

対
応
し
う
る
ビ
ジ
ョ
ン
を
示

し
た
い
。

④
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
公

開
と
、
概
要
版
を
各
戸
配
布

す
る
予
定
で
あ
り
、
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
開
催
は
考
え
て
い
な

い
。

⑤
予
算
査
定
等
で
聞
き
取
り
を

行
い
、
次
年
度
の
予
算
へ
反

映
さ
せ
て
い
く
。

●
影
治
町
長

②
高
齢
化
が
進
む
中

で
、
高
齢
に
な
っ

て
も
元
気
で
生
活

で
き
る
よ
う
、
健

康
づ
く
り
や
予
防

に
力
を
入
れ
た
い
。

ま
た
、
高
齢
者
の

２
人
暮
ら
し
、
独

居
暮
ら
し
が
増
え

る
こ
と
も
想
定
し
、

新
た
な
交
通
手
段

の
体
制
づ
く
り
や

宅
配
サ
ー
ビ
ス
的

な
事
業
も
考
え
る

必
要
が
あ
る
。
子

育
て
支
援
と
し
て
、
今
後
保

育
料
の
減
免
等
も
含
め
美
波

町
独
自
の
施
策
を
検
討
し
て

い
き
た
い
。
産
業
の
活
性
化

に
お
い
て
は
、
持
続
可
能
な

農
林
水
産
業
を
継
続
す
る
た

め
に
も
、
後
継
者
の
育
成
や

耕
作
放
棄
地
の
対
策
も
必
要

だ
と
考
え
て
い
る
。

③
町
政
懇
談
会
を
開
催
し
て
、

広
報
周
知
を
し
て
い
き
た
い
。

2
安
心
し
て
暮
せ
る
町
を

作
る
た
め
に
早
急
な
対

策
を

地
域
防
災
計
画
は
平
成
25

年
度
、
業
務
継
続
計
画
・

事
前
復
興
計
画
は
26
・
27

年
度
の
２
ヵ
年
で
作
る
。

答　　弁質　
問

①
相
互
応
援
協
定
を
結
ん
で
い

る
香
川
県
三
豊
市
と
の
連
携

を
も
っ
と
深
め
て
は
ど
う
か
。

②
危
機
管
理
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

地
域
担
当
職
員
と
各
地
域
住

民
と
の
連
携
を
も
っ
と
深
め

る
こ
と
で
、
被
災
時
の
絆
に

効
力
を
発
揮
す
る
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

③
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
で

も
復
興
の
遅
れ
か
ら
、
ふ
る

さ
と
を
離
れ
る
人
も
多
い
と

聞
く
。
こ
の
町
を
将
来
に
残

す
た
め
に
も
事
前
復
興
計
画

に
取
り
組
む
必
要
性
を
感
じ

る
が
ど
う
か
。

答　
弁

●
橋
本
消
防
防
災
課
長

①
５
月
に
三
豊
市
の
消
防
団
が

視
察
に
来
ら
れ
、
本
町
の
実

情
と
課
題
、
三
豊
市
の
実
情

な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
を

行
っ
て
い
る
。
同
行
の
行
政

担
当
者
と
は
、
相
互
応
援
協

定
に
基
づ
き
今
後
の
連
携
・

こ ど も 未 来 会 議

協
力
体
制
の
再
確
認
を
行
っ

た
。
今
後
も
協
議
を
重
ね
て

い
き
た
い
。

②
担
当
職
員
と
各
自
主
防
災
会

と
の
連
携
で
、
避
難
場
所
・

避
難
路
の
見
直
し
を
行
っ
て

い
る
。
ま
た
、
見
直
し
箇
所

の
航
空
写
真
へ
の
転
記
作
業

と
合
わ
せ
、
問
題
点
の
洗
い

出
し
な
ど
積
極
的
に
協
議
を

行
っ
て
い
る
地
域
も
あ
る
。

③
実
際
に
、
本
町
で
も
震
災
後
、

被
災
想
定
な
ど
を
う
け
若
者

が
転
出
し
て
い
る
現
実
も
あ

る
。
命
を
守
る
防
災
対
策
と

し
て
避
難
路
・
避
難
場
所
の

確
保
を
最
優
先
課
題
と
し
て

取
り
組
み
、
津
波
高
等
を
参

考
に
見
直
し
も
行
い
な
が
ら
、

順
次
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

●
影
治
町
長

②
地
域
担
当
職
員
の
防
災
研
修

等
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
取

り
組
ん
で
い
く
。

③
地
域
防
災
計
画
は
平
成
25
年

度
、
業
務
継
続
計
画
・
事
前

復
興
計
画
は
26
・
27
年
度
の

２
ヵ
年
で
作
る
。
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山本　正男 議
員

1
減
災
対
策
を
今
後
ど
の

よ
う
に
進
め
て
い
く
の

か町
全
体
の
見
直
し
を
早
急

に
進
め
、
高
台
を
中
心
に

整
備
し
て
い
く
。

答　弁質　
問

①
南
海
ト
ラ
フ
に
よ
る
津
波

高
・
浸
水
域
が
国
に
よ
り
示

さ
れ
た
が
、
今
後
本
町
と
し

て
行
程
も
ふ
ま
え
て
、
対
策

対
応
を
具
体
的
に
ど
の
よ
う

に
取
組
ん
で
い
く
の
か
。

②
日
和
佐
川
南
岸
（
桜
町
・
寺

前
）
地
区
に
中
核
的
と
な
る

避
難
所
施
設
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
、
国
に
よ
る
津
波
推

計
結
果
を
受
け
て
、
速
や
か

に
高
台
に
大
規
模
な
避
難
所

建
設
を
急
ぐ
べ
き
と
考
え
る

が
。

③
幼
稚
園
・
保
育
園
の
移
転
候

補
地
に
つ
い
て
も
、
津
波
推

計
結
果
を
受
け
て
、
速
や
か

に
検
討
会
的
な
組
織
づ
く
り

も
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
。

④
総
合
体
育
館
が
、
大
規
模
災

害
時
の
庁
舎
機
能
の
代
替
施

設
と
な
っ
て
い
る
が
、
施
設

面
に
お
い
て
は
、
理
解
で
き

る
が
、
ア
ク
セ
ス
道
路
・
橋

は
機
能
す
る
の
か
。

答　
弁

●
橋
本
消
防
防
災
課
長

①
徳
島
県
の
浸
水
予
測
を
も
と

に
、
美
波
町
で
も
町
有
施
設

の
耐
震
化
な
ど
を
考
慮
し
た
、

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
す

る
予
定
で
あ
り
、
津
波
高
等

を
参
考
に
、
避
難
路
・
避
難

場
所
の
見
直
し
を
早
急
に
進

め
、
地
域
防
災
計
画
、
業
務

継
続
計
画
・
事
前
復
興
計
画

に
つ
い
て
も
来
年
度
以
降
検

討
す
る
。

②
美
波
町
全
体
の
計
画
の
見
直

し
を
早
急
に
進
め
、
避
難

所
・
避
難
場
所
に
つ
い
て
も
、

自
然
の
高
台
を
中
心
に
、
ま

た
人
工
的
な
避
難
場
所
の
整

備
も
検
討
す
る
。

●
寺
内
教
育
長

③
幼
稚
園
・
保
育
園
の
保
護
者

の
方
々
、
今
後
子
ど
も
が
入

園
す
る
保
護
者
の
方
々
と
、

子
育
て
の
支
援
を
含
め
て
意

見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
取

組
み
た
い
。

●
礒
野
総
務
企
画
課
長

④
町
内
に
お
い
て
津
波
浸
水
区

域
以
外
に
、
適
当
な
町
有
施

設
が
な
か
っ
た
こ
と
が
第
一

の
要
因
で
あ
り
、
将
来
的
な

検
討
課
題
と
し
て
、
現
時
点

に
お
い
て
最
良
の
場
所
と
位

置
づ
け
、
今
後
そ
れ
に
変
る

場
所
が
出
来
た
場
合
は
順
位

を
見
直
す
こ
と
と
し
て
い
る
。

●
影
治
町
長

　

日
和
佐
川
南
岸
地
域
に
お
い

て
は
、
自
然
の
高
台
の
整
備
に

あ
た
り
、
庁
舎
機
能
代
替
施
設

の
移
転
も
出
来
れ
ば
、
防
災
的

に
は
理
想
。
今
後
、
公
共
施
設

の
移
転
・
事
業
費
等
基
本
的
な

考
え
を
つ
め
て
対
応
し
て
い
き

た
い
。
幼
稚
園
・
保
育
園
に
つ

い
て
は
、
10
月
15
日
以
降
に
、

保
護
者
の
方
と
、
子
育
て
全
般

に
つ
い
て
も
意
見
交
換
会
を
行

い
た
い
。

2
空
き
家
対
策
の
取
り
組
み
は

空
き
家
撤
去
補
助
制
度
の

内
容
を
確
認
し
て
制
度
化

に
向
け
検
討
す
る
。

答　弁質　
問

①
美
波
町
に
お
け
る
空
き
家
把

握
状
況
と
、
廃
屋
化
し
た
状

況
も
伺
い
た
い
。

②
空
き
家
バ
ン
ク
事
業
を
民
間
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
に
委
託
し
て
、
改

修
・
再
生
に
取
組
め
ば
、
有

効
活
用
が
広
が
る
の
で
は
な

い
か
。

③
廃
屋
化
し
た
倒
壊
の
恐
れ
の

あ
る
住
宅
に
対
し
、
環
境
整

備
と
防
火
・
防
災
面
の
危
険

等
も
あ
り
、
空
き
家
・
空
き

地
の
適
切
な
管
理
を
求
め
る

条
例
が
全
国
自
治
体
で
増
加

し
て
い
る
。
ま
た
県
内
に
お

い
て
も
、
国
の
補
助
事
業
で

あ
る
老
朽
化
し
た
倒
壊
の
恐

れ
の
あ
る
住
宅
の
撤
去
に
一

部
補
助
す
る
施
策
に
取
組
ん

で
い
る
が
、
防
災
面
に
お
い

て
力
を
い
れ
て
い
る
町
と
し

て
取
組
む
課
題
と
考
え
る
が
。

答　
弁

●
礒
野
総
務
企
画
課
長

①
平
成
20
年
度
に
県
の
補
助
事

業
に
よ
り
、
空
き
家
調
査
で

は
３
２
５
戸
の
空
き
家
が

あ
っ
た
。
廃
屋
調
査
は
し
て

い
な
い
が
、
全
国
で
国
土
交

通
省
が
行
っ
て
い
る
空
き
家

実
態
調
査
の
把
握
情
報
で
は
、

全
国
市
区
町
村
対
象
と
し
て

16
・
5
％
の
市
町
村
で
把
握

し
て
い
る
現
状
で
あ
る
。

②
現
在
提
供
件
数
は
１
件
で
あ

り
、
空
き
家
バ
ン
ク
事
業
を

運
営
委
託
す
れ
ば
活
動
範
囲

も
広
が
り
、
効
果
が
得
ら
れ

る
と
考
え
る
が
、
美
波
町
全

体
の
情
報
管
理
委
託
料
等
も

必
要
と
な
る
た
め
、
管
理
運

営
を
受
け
て
頂
く
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等

が
あ
れ
ば
、
積
極
的
に
進
め

て
頂
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

③
国
の
調
査
で
は
全
国
で
73
の

地
方
公
共
団
体
で
施
行
さ
れ

て
い
る
が
、
県
内
で
は
現
在

の
と
こ
ろ
制
定
さ
れ
て
い
な

い
状
況
で
あ
り
、
今
す
ぐ
条

例
化
の
予
定
は
な
い
。
空
き

家
撤
去
補
助
事
業
に
つ
い
て

は
、
他
町
の
取
組
み
な
ど
も

研
究
し
、
国
か
ら
示
さ
れ
る

補
助
制
度
の
内
容
を
確
認
し

た
う
え
で
、
制
度
化
に
向
け

て
検
討
し
た
い
。
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寺下議員北山　朝彦 議
員

1
災
害
発
生
時
の
警
報
伝

達
手
段
・
要
援
護
者
対

策
・
町
の
組
織
活
動
の

三
つ
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か

警
報
伝
達
手
段
は
屋
外
放
送

と
屋
内
告
知
放
送
端
末
の

２
つ
。
要
援
護
者
対
策
は
本

人
及
び
関
係
者
で
協
議
し
支

援
者
を
決
め
た
い
。
組
織
活

動
は
作
成
中
の
危
機
管
理
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
よ
る
。

答　　弁質　
問

①
町
の
警
報
伝
達
手
段
は
幾
つ

あ
る
の
か
、
難
聴
地
域
は

判
っ
て
い
る
の
か
、
行
政
無

線
整
備
事
業
は
い
つ
完
成
す

る
の
か
、
徳
島
市
の
よ
う
に

携
帯
電
話
の
利
用
を
活
用
し

て
は
ど
う
か
。

②
災
害
時
要
援
護
者
支
援
制
度

実
施
要
綱
で
、
支
援
機
関
は

自
主
防
災
組
織
と
民
生
児
童

委
員
で
あ
り
、
仕
事
は
避
難

誘
導
と
安
否
確
認
だ
け
で
あ

る
が
、
こ
れ
だ
け
で
は
実
際

の
支
援
活
動
は
出
来
な
い
、

町
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

③
大
津
波
警
報
発
令
時
、
町
の

災
害
対
策
本
部
の
位
置
・
組

織
・
機
能
は
ど
う
い
う
状
況

に
な
る
の
か
。

答　
弁

●
橋
本
消
防
防
災
課
長

①
現
在
町
の
警
報
伝
達
手
段
は

防
災
行
政
無
線
の
屋
外
放
送

と
屋
内
告
知
放
送
端
末
の
２

つ
。
携
帯
電
話
加
入
者
に
対

し
て
は
10
月
以
降
緊
急
速
報

メ
ー
ル
で
、
気
象
庁
が
一
般

向
け
緊
急
地
震
速
報
・
津
波

警
報
・
大
津
波
警
報
の
配
信

サ
ー
ビ
ス
を
行
う
。
町
内
放

送
は
、
難
聴
の
実
態
が
判
明

し
だ
い
修
繕
を
行
っ
て
い
る

が
、
設
置
か
ら
30
年
経
っ
て

い
る
た
め
故
障
が
多
い
。
自

主
防
災
会
臨
時
総
会
で
意
見

を
聴
く
。
行
政
無
線
整
備
事

業
は
、
一
応
平
成
25
年
度
末

完
成
を
目
途
と
し
て
い
る
。

③
大
津
波
警
報
発
令
時
災
害
対

策
本
部
は
本
庁
舎

に
設
置
、
庁
舎
被

災
の
恐
れ
が
あ
る

時
は
避
難
し
、
そ

の
後
庁
舎
が
使
用

可
能
な
ら
そ
の
ま

ま
本
庁
が
本
部
と

な
る
が
、
使
用
不

能
の
時
は
総
合
体

育
館
へ
本
部
を
移

し
、
町
長
を
本
部

長
と
し
参
集
し
た

全
職
員
が
作
成
中

の
危
機
管
理
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
よ
り

行
動
す
る
。

●
花
木
保
健
福
祉
課
長

②
要
援
護
者
の
支
援
は
、
危
機

管
理
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
地
域

防
災
計
画
の
見
直
し
と
あ
わ

せ
て
考
え
て
い
く
こ
と
に
な

る
が
、
家
族
・
本
人
・
関
係

者
と
協
議
を
重
ね
る
必
要
が

あ
り
、
そ
の
サ
ポ
ー
ト
を
行

政
が
で
き
た
ら
と
考
え
て
い

る
。
又
要
援
護
者
を
対
象
と

し
た
避
難
訓
練
を
行
い
結
果

の
検
証
も
行
い
な
が
ら
、
意

識
の
啓
発
を
図
る
こ
と
に
し

て
い
る
。

再
質
問

①
携
帯
電
話
の
利
用
は
訓
練
で

使
え
る
の
か
、
徳
島
市
は
訓

練
に
使
っ
た
と
の
こ
と
だ
っ

た
。

答　
弁

●
橋
本
消
防
防
災
課
長

①
訓
練
で
使
え
る
か
は
分
ら
な

い
の
で
確
認
し
、
使
え
る
と

な
れ
ば
発
信
等
々
の
訓
練
を

し
た
い
。

再
々
質
問

②
要
援
護
者
支
援
制
度
実
施
要

綱
が
平
成
24
年
3
月
に
告
示

さ
れ
、
６
ヵ
月
経
っ
て
い
る

が
関
係
者
へ
の
周
知
や
必
要

な
協
議
作
業
等
何
も
進
ん
で

い
な
い
、
支
援
機
関
で
あ
る

自
主
防
災
会
に
は
こ
れ
か
ら

話
す
と
い
う
が
、
こ
ん
な
対

応
で
良
い
の
か
町
長
の
考
え

は
。

答　
弁

●
影
治
町
長

②
要
援
護
者
制
度
は
、
要
援
護

者
の
登
録
者
が
１
千
人
足
ら

ず
で
、
支
援
者
は
３
０
０
数

人
と
絶
対
数
が
不
足
し
て
い

る
の
で
、
要
援
護
者
１
人
に

２
人
ぐ
ら
い
に
し
て
行
く
。

要
綱
を
作
り
な
が
ら
自
主
防

災
組
織
へ
の
説
明
が
遅
れ
て

い
る
こ
と
は
真
摯
に
お
詫
び

し
た
い
。

2
第
１
次
総
合
計
画
の
検

証
評
価
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
、
ま
た
ア
ン

ケ
ー
ト
方
法
に
問
題
は

無
か
っ
た
か

検
証
評
価
は
12
月
ま
で
に

行
う
。
ア
ン
ケ
ー
ト
は
業

者
提
案
に
よ
り
最
良
と
思

う
。

答　　弁

現在使用中の防災行政無線
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質　
問

　

第
１
次
総
合
計
画
の
検
証
評

価
は
第
２
次
計
画
作
成
の
前
の

段
階
で
行
う
と
総
務
課
長
は
６

月
議
会
で
答
弁
し
た
、
現
在
出

て
い
る
検
証
結
果
を
報
告
さ
れ

た
い
。
又
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
無

作
為
抽
出
で
２
千
人
選
ん
だ
と

聞
く
が
方
法
に
問
題
は
無
か
っ

た
の
か
。

答　
弁

●
礒
野
総
務
企
画
課
長

　

第
２
次
総
合
計
画
策
定
作
業

に
お
い
て
現
計
画
の
検
証
分
析

を
12
月
末
ま
で
に
行
う
。
ア
ン

ケ
ー
ト
は
２
千
人
を
対
象
に
地

区
別
・
男
女
別
10
歳
刻
み
の
年

齢
別
の
各
比
較
に
よ
り
完
全
無

作
為
抽
出
で
行
っ
た
が
、
最
良

の
方
法
と
思
っ
て
い
る
。

再
質
問

　

第
１
次
計
画
の
検
証
評
価
は

第
２
次
計
画
策
定
作
業
前
に
出

来
て
い
る
べ
き
で
、
課
長
も
そ

う
答
弁
し
た
。
そ
れ
を
12
月
ま

で
に
や
る
と
は
理
解
し
難
い
。

ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
前
回
住
民
７

千
と
中
学
生
、
今
回
は
２
千
で

3
分
の
１
以
下
で
あ
る
。
そ
の

中
で
、
私
の
家
で
は
６
人
中
５

○議員定数に関する協議状況
　議会運営委員会では、議長付託を受けている議員定数について、７月 17 日と８月 24 日
に議会運営委員会で協議を行いました。
　近年、地方交付税の減少や、税収等の落ち込みなどにより、町財政がひっ迫している現状
を考えると、行財政改革の一端として議会においても経費削減を図る意味で、定数を下げて
いる議会が増えています。しかし、住民の様々な意見や要望を町政に反映させるには、議員
数の削減はデメリットとなる可能性も含んでいます。
　それらも踏まえ、議会運営委員会で協議した内容の経過をお知らせします。
　１つの案として、
①報酬については、協議の結果、現状維持とし、今以上に議会活動・議員活動を推進する。
②議員定数については、協議の結果、２人減数の定数12人という案を提出する方向で考える。
（理由：行財政改革を目指すためには、削減の方向に努めるべ
きだと考える。
しかし、新たな人が立候補しやすい環境の確保や間口を狭めす
ぎないといった考えから、２人減数の 12 人がいいという意見
や、４人減数の 10 人にすると行政のチェック機能としての議
会の業務や、住民の様々な意見や要望を町政に反映させること
に影響が出るという意見を考慮し、まとめました。）

今後、重ねて協議を行い、委員会としての意見をまとめます。

議会運営委員会報告

人
ま
で
ア
ン
ケ
ー
ト
が
来
て

い
る
。
完
全
無
作
為
と
言
う
が

結
果
的
に
偏
り
が
生
じ
て
お
り

「
方
法
に
ミ
ス
が
無
か
っ
た
か
」

の
疑
問
は
拭
え
な
い
。

答　
弁

●
礒
野
総
務
企
画
課
長

　

検
証
が
遅
く
な
っ
て
い
る
こ

と
は
お
詫
び
す
る
が
、
し
っ
か

り
と
検
証
を
行
っ
て
次
の
計
画

に
反
映
さ
せ
た
い
。
ア
ン
ケ
ー

ト
は
、
伊
座
利
13
、
阿
部
32
、

志
和
岐
29
、
東
由
岐
55
、
西
の

地
66
等
々
行
政
区
単
位
の
比
率

で
割
り
当
て
た
。
方
法
は
、
業

者
提
案
の
全
体
枠
で
の
住
民
意

見
の
把
握
の
仕
方
と
言
う
事
で

理
解
さ
れ
た
い
。

再
々
質
問

　

検
証
は
出
来
て
い
る
も
の
だ

け
で
も
、
早
急
に
出
し
て
も
ら

い
た
い
。
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
総

数
僅
か
２
千
を
地
区
別
と
か
性

別
と
か
多
く
の
区
分
に
分
割
し

た
こ
と
が
作
為
的
に
な
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
危
惧
す
る
。
や

は
り
７
千
全
員
に
ア
ン
ケ
ー
ト

す
べ
き
だ
っ
た
と
思
う
。
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１．阿南市南部における産業廃棄物処理場設置計画の経過について
質　　　問 答　　　弁

①昨年12月に大戸で開かれた説明会で、参加者
からどのような意見があったのか。
②今後変更申請は許可されるのか。

①特になかった。

②現在審査中であり、許可されるかどうかは不明で
ある。

協議の結果、状況を把握のため文教厚生委員会が近日中に県を訪問する事とした｡

２．美波町乳幼児等医療費の助成に関する条例の一部改正について
質　　　問 答　　　弁

①医療の内容はどのようなものが多いのか、また、
他の町村に比べて多いのか少ないのか。
②医療助成対象者を拡大する事により町の負担は
どのようになるか。

①医療の内容は、国保被保険者しか分からない。
他の町村との医療費の比較は調べたい。
②全体的にみると約180万円の増となる。

３．教育委員会諸事項について
【平成 24 年度教育計画について】

質　　　問 答　　　弁
①学校は教育委員会が定めた教育計画を下
に教育計画をたてているのか。

②青少年健全育成に関する活動は現在どの
ようなものがあるか、異年齢間の交流が
あれば、いじめも無くなると思うが。
③新しく見直された防災関係について９月
３日の避難訓練は各校の動きは把握して
いるのか、先日の防災キャンプはどのよ
うなものだったのか。

①教育委員会が定めた教育計画を下に、教育課程という
形で教育を進めており、各校の教育要覧に示されてい
るので委員に配付したい。
②沖縄の恩納村との交流活動は諸事情により無くなった。
異年齢間の交流やリーダー育成については大切だが、小
学生を対象にしたキャンプ位しか出来ていない｡

③報告をお願いしているが、未だ報告は受けていない。
防災キャンプは避難所での生活を体験するということ
で、着衣水泳訓練、食事調達など行って一泊した｡

【通学路の安全対策、いじめ、不登校問題について】
質　　　問 答　　　弁

①由岐中学校横の擁壁は危険と思われるが、
把握しているか。
②いじめ対策について調査項目を箇条書き
にしてあるが、いじめの把握方法には問
題はないのか、調査項目と結果が示され
ているが詳細は。

①把握はしていないので確認したい。

②いじめ問題があれば、小さな事でも報告を受けること
となっている｡まだ、調査結果に対するヒアリングは
していないが、当問題に関する研修や報告等について
不明な点等を聞き取りし、いじめ問題に取り組みたい。

【日和佐小学校体育館等浸水、雨漏り対策】
質　　　問 答　　　弁

①今後の教育委員会の対応はどうか。
②今までの対策費は誰が負担したのか。

③体育館の外、クロスや玄関のステンレスに錆が
見られるが。

①浸水が止まるように対策をとりたい。
②全額業者が負担している。今後も業者に負担頂
きたい。
③早急に確認・調査したい。

文教厚生委員会報告（平成24年９月７日開催）
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（水道事業）
　水道料金未収額 811 万 9,764 円と増額し固定化しつつある。
　昨年の決算監査で ｢給水制限告知｣ を含めた強い請求を継続及び上水道給水条例第 46 条による給水停止を
検討してみてはと、提案したが実行されていない。

（病院事業）
　財源確保、加えて深刻化する医師不足対策、将来展望に立った財政状況の把握や分析が必要である。

【総務産業建設委員会関係】
○美波町水道事業会計

質　　　問 答　　　弁

①水道使用料が下がっているのに普及率が上がって
いる理由は。
②監査委員が前年度指摘した、給水制限告知や給水
停止の検討が出来ていないとあるがその理由は。
③防災対策上、配水管の耐震化を計画的に行っては。

①地区内の人口が減っているため。

②現在滞納者を三段階に分けて徴収訪問しているが、誠意
なき方には給水停止も辞さないと考えている。
③下水道工事等機会あるごとに耐震鉄管に変えており、年
次計画は持っていない。

○一般会計（特別会計含む）
質　　　問 答　　　弁

①公用車購入についてリース契約との比較検討は行
ったか。
②保守点検委託料の契約で、競争入札により競争原
理を働かせては。
③悪質な滞納者に対し、弁護士に督促や相談等の業
務委託をしたらどうかと、毎年指摘があるが町の
対応は。
④薬王寺の門前町が寂れているが、活性化対策は無
いのか。
⑤公共下水道の受益者負担金滞納について今後の推
移は。

①今後検討したい。

②電算関係等競争できない分野もあるが取り入れれる物が
あればしたい。
③弁護士に相談してという案件は無かったと認識している。

④絵地図やボランティアガイドにより大浜海岸等へ誘導す
る仕掛けをしている。
⑤受益者負担金滞納６件は、不納欠損処分の対象になるが
実施していない。

採決結果
　総務産業建設委員会に付託された美波町水道事業会計及び美波町歳入歳出決算（特別会計含む）、健全化判
断比率、資金不足比率については全て承認した。

平成23年度　美波町の事業決算認める
公営企業会計・一般会計・特別会計決算審査

委 員 会 の 審 議 内 容
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【文教厚生委員会関係】
○美波町病院事業会計

質　　　問 答　　　弁

○経営努力についてどう考えているか、又未収金の徴
収は。

○院長、職員一同努力している｡徴収は分納等の方法に
より行っている。

○一般会計（特別会計含む）
質　　　問 答　　　弁

①住宅新築貸付等償還金については、滞納金
が多額になっているが、保証人や担保は。
②老朽化した町営住宅入居者への対応は。
③要援護者の安全のため、住居等の高台移転
が必要ではないか。
④町税、使用料、保険料等滞納者が増えてい
るが。
⑤特定健診の成果は。

⑥教育委員会、校長会は、どのような内容で
開催されているのか。

⑦日和佐小学校体育館の浸水の対応は。
⑧学校給食のパン給食の状況はどうか。

⑨監査委員の指摘が、改善されて無いように
思うがどうか。指摘は真摯に受け止め改善
に努力する姿勢が必要であるがどう考えて
いるか。

①保証人はいるが死亡している者もいる。物件には抵当権を設定
している｡
②空き室のある櫛ヶ谷住宅への転居も状況調査の上考えたい。
③高台等を町で準備する事も考慮し、対象者との意見を聞きなが
ら進めたい。
④平成20年度から全庁体制で取り組み一定の成果があった。新
しい徴収対策も考えてみたい。
⑤具体的な数字は示す事はできないが、少しずつ成果は感じられ
ている。
⑥教育委員会は、議事録確認、学校・社会教育の諸事項について
協議し、校長会は様々な問題、綱紀粛正や学校の安全・不登
校・いじめ問題について話し合っている｡
⑦文教厚生委員会に報告しているように浸水防止の努力をする。
⑧パン給食は町内一斉に火曜日、金曜日と週２回実施している。
前日に製造していて堅いと言う意見もあるが、栄養職員、調理
員がメニューを工夫しておいしく頂けるように努力している｡
⑨努力はしている。努力する姿勢が必要であると考えている。

○監査委員の総評
　町税、使用料等の徴収については、公営住宅等の使用料 756 万 700 円及び住宅新築資金等貸付償還金 11
件 3,086 万 8,619 円の滞納・未収があり、町税 5,568 万 6,261 円、国保税 3,974 万 8,045 円の滞納の内、平
成 23 年度は 1,138 万 9,377 円の不納欠損処理を行い、また介護保険でも 158 万 5,100 円の滞納の内 84 万
4,020 円の不納欠損処理を行っている。税負担の公平を図るため安易な欠損処理をせず滞納回収と法的措置を
考慮し不納欠損処理を抑制すること。
　特別会計では、一般会計から総額４億 1,248 万３千円が繰り出され一般会計の負担となっている。今後会
計の健全化推進に努め一般会計からの繰入金が最小限となるよう努力されたい。

採決結果
　文教厚生委員会に付託された美波町病院事業会計及び美波町歳入歳出決算（特別会計含む）は全て承認した。

平成23年度　美波町の事業決算認める
公営企業会計・一般会計・特別会計決算審査

委 員 会 の 審 議 内 容
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　「美波町総合計画」は、激変する社会情勢に適切に対応するべく、町民と行政が協働でま
ちづくりを進めていくための共通の道しるべとして作成する計画策定にあたっては、株式会
社「ぎょうせい」に 637 万 7,700 円で委託契約を結んでいる。

　各会議の結果による成果品は、できしだい本庁総務課・支所住民室
で閲覧できます。また、審議会の会議録については町のホームページ
に掲載しますのでご覧ください。

第２次美波町総合計画策定の流れ

年月 審議会等 主な策定作業内容

平成 24年
7月

8月

9月

10月

11月

12月

平成 25年
１月
２月

３月

９月 10日
第２次美波町総合計画審議会
委員内定（15名）

10月 30日
第１回審議会開催
（委員の委嘱、アンケートやこ
ども未来会議等の結果報告）

12月中頃
　第２回審議会開催予定
　（基本構想原案の協議）

２月初旬
　第３回審議会開催予定
　（基本計画原案の協議）
２月下旬～３月初旬
　審議会答申を提出

アンケート実施
（８月 15日期限、町民の中から
２千人の無作為抽出）

８月 22日　由岐地区
８月 23日　日和佐地区
　第１回ワークショップ実施
　（各地区１名選出で 30名）

９月 19日　由岐地区
９月 20日　日和佐地区
　第２回ワークショップ実施
９月 26日
　美波こども未来会議実施
（由岐・日和佐中学生 24名が４班に分
かれ美波町の将来像等についてワーク
ショップ）

11月初旬
　第３回ワークショップ実施予定

２月
　パブリックコメント実施予定

３月
　総合計画を議会に報告
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「美波町議会から学ぼう」と
由岐中生が議会見学

　９月 21日、由岐中学校１年生 18人が 11月に開催される「美波町子ども議会を成功

させよう！」と美波町議会の一般質問を見学に来てくれました。

○ 感想 ○
議会を見たのは、はじめてでした。何か
難しい言葉がたくさん飛びかっていて、
どういう意味かなと思うことが多かった
です。私たちがこんなすごいことを体験
できると思うと少しドキドキします。

（悦田　葉菜）

○ 感想 ○
ぼくは初めて議会を見ました。議会で
は美波町のことをいっぱい話していま
した。ぼくが知っている人もいたので
びっくりしました。テレビで見た感じ
でした。日和佐でしていることも知ら
なかったです。そのことはインターネ
ットとかで見えるのでまたみたいです。

（浜高　碧唯良）

○ 感想 ○
初めて議会にいきました。すごく静かで、みんなが考えて
真剣に町や住民の事を考えてくれていることが伝わりまし
た。一般質問やその質問の答弁は一つずつ言うのでは無く、
一回に二つ、三つの質問や答弁をしていました。私たちが
する話合いとは違い、時間をスムーズに使い、難しい言葉
も多く使っていました。話の内容は少し難しかったけど、
「子ども議会」でも同じようにがんばりたいです。

（新矢　千夏）

○ 感想 ○
たくさんの人がいてびっくりしました。
色々な人が答えるのかと思っていたけど、
だいたい同じ人が話していて意外でした。
議員の話などが長くて驚きました。美波町
の人口がすごく減っていくことが分かった
し、高齢者の数が増えていくことも分かり
ました。議員が私たちのことを言ってくれ
て嬉しかったです。美波町のことを真剣に
考えてくれていて嬉しいし、頼もしいなと
思いました。また見学したいです。

（片矢　奈緒）

○ 感想 ○
美波町議会はとても緊張感があって、正
直難しい言葉ばかりで意味が分からない
ところもあったけど、議員のみなさんは
美波町をよくするために頑張ってくれて
るんだなあと思いました。あと、議員の
発言がとても堂々としていて格好良かっ
たです。子ども議会であんな風に発言で
きたらいいなあと思いました。

（海司　優）
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印刷／米崎印刷株式会社　TEL（0884）22−2247

● 議会広報特別委員会 ● （お問い合わせ・ご意見は　TEL：77－3630へ）
委員長：北山　朝彦　　　副委員長：永本善次郎　　　委　員：山本　正男・寺下　博子・向山　篤宏

　東日本大震災、尖閣、竹島問題、さらには衆議院解散含みの中央政界、南海ト

ラフを震源とする西日本大震災の襲来を予見する防災対策・減災対策と一瞬の油

断も許されない諸課題が私供を取り巻いております。議会の防災対策特別委員会

は去る 10月 10 日から 12日まで宮城県南三陸町を中心とした災害視察に行って

参りました。被災地のあまりの惨状に全員言葉を失うばかりでした。この経験を

ふまえて本町の今後の防災・減災対策に真剣に取り組んで参ります。

　� （永本善次郎）　

コラム

赤松野田のコスモス田園
赤松地域づくり協議会

頑張る人!!
地域の魅力を掘り起こせ地域の魅力を掘り起こせ

ジ ン

森本利幸氏　撮影

投稿される方は、議会事務局　☎ 77 － 3630　E-mail：gikai@town.minami.lg.jp までご連絡下さい。

募集
住民の皆さんの応募をお願いします。
①掲載写真（表紙等の写真）について
　・撮影場所
②「議会への一言」・「傍聴者の声」等、意見感想について
　・字数 100字から 150字以内で。
　・名前は掲載します。


